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.vrid;ltll(-1(-f･'i([.'jlL巨 1冠 f損 耗了､増 虹 ､∴ 一遇 トト''七路 用 た

閉 塞 解 除 雄 の 腹 左監性 充 血 か ら, 冠 脇息管 予磯 能 を評 価 す る

二 七 が .式 1‥~.pi∵.･ナ工 ､::､卜 川 . T)iい1･Ⅰ･i山川い l(､投 Ej-沃 (/1

臨 .射 た1.描 _:･_L一･::言 , (.i,(I血 lLT1-/鵜 串∴ー仁 i-､ノ1､1梢 .O･t=)(l)mLT

m互を 魂分 間 で 静 注 す る方 法 が 摺 い られ て お り, 実 際 に

'迂 帖 侶 表予 測 定 L~(:L､H t紺 下 卑′ト I t毒. ･Jj 洲 Tl .3

回 持 上昌 rL,.しき:,rl､1日いl:ltu､i'1比 言 . rL的 ( ∴ -∴ 丁一打 十

る局 所 血 流 鼠 の 変 化 を 反 映 して い る と い わ れ て お り, 罪

観 血 的 に冠 血 流 豊 の 変 化 を み る こ とが で き る¶ こ こで は ,

1)叩.Hlithm01日 ii･上 し '亘 tl廿日 .･美 等和 畑 :･棟 .i‖ ･ 沃 に

肥 太 塑 心 筋 症 及 び 高 血 圧 心 に お け る本 法 に よ る冠 予備 能

･誓.∴ mTt 2回 投 jJ.･∴ 十 亘緑 ､JLL. 吏 ㌫ 酎 律 榊 ､tJfL-tT'､洲Ti

t. 対 象 と 方 法

i, 実 験 的 検 討

fト ト 8--10転 し｢推 種 戊 ;･言 ･帖 ､潤 .一一~lOl. l･.r"llLrkLr

の 塩 酸 モル 奴 ネ皮 下 注 に よ る前 授 与 の 約 旦時 間 後 , ウ レ

混 食 液 且現 .5m眺 鍔 を静 脈 投 阜 L学 食 磨 麻 酔 を行 った t

呼 吸 は 気 管 内 チ ュ ---Jを挿 管 後 学 空 幾 に て 調 節 呼 吸 と し,

動 脈 泊1血 液 ガ ス レベ ル は 平 常 範 囲 と し, また 窯 騒 動 温

木で 卜∴ ∴ 休 渥 十維 持 した .

冠 潅 流 は既 報 の ご と くま五㌔ 動 脈 血 を大 腿 動 脈 の カニ ュ-

紅 カ ニ :3: -レは ぎ 非 開 胸 下 に素 線 預 動 脈 よ り左 回 旋 枝

に 挿 入 す る もの で あ るー 濯 流 回 路 をこ電 磁 流 選 評 ほ 春 光

･l~t貢 日射 l/11＼'-･31(10日 1､.,-,- '1~圭挿 }､そ. t恒 紺 )に 血

流 巌 を モ ニ タ - し記 館 した ｡ また 潅 流 圧 は か こ 二1-- レ内

控 か ら記 録 し, 右 大 腿 動 脈 - の カ テ - テ ル の 側 圧 か ら動

脈 圧 を記 録 した 一 太 腿 静 脈 - の カ テ - テ ル を右 房 をこ進 鍵),

中 心 静 脈 圧 を 記 録 した ｡ 遅 らをこ体 表 面 心 電 図 を 装 着 し心

電 図 記 録 を 行 う一 方 予 心 魔 閲 を ト リガ - と した ダ ニ1メ･--

A:-･j:∴､･心 拍 択 菅 上 を 記 録 し.,'-.

いit'.1!宜 l【Hi'lL､LT主 ＼∴ ;pも∴蟻 . I;I,Frj潤 しTll止 鉦 損 望潤 i

を 行 い , 解 除 直 後 をこ得 られ る反 右転性 充 血 に お け る pe級転

筋漫ow を記 録 した す この 反 応 は mow が comtyo日 直に尿 --A)

た時 点 で繰 り返 して も,再 現 性 を示 Lて い た･ 次 い で冠 血流

量 が 前 値 に森 L安 定 した 時 点 で き Di紺 Yid組m醸 膵 ･5m欝/

畳融 を 右 大 腿 静 脈 よ り 趨分 間 か け て 注 入 し 注 入 終 ア

5分 後 を,こ啓 渡 反 応 性 充 血 の pe迅紺 髄 W を 記 録 した 中 盤

3tLl

eT玩 が さ らをこ冠 ぬ流 義 臣こ影 響 す る か 否 か を み る た め をこ,

5(塙 Lrl Nitrいト巾 でl､rill ノバ酎 ヰ汗 冊 き汗汗 --淀川日没 Jj･I_ 潤

-那 , 冠 血 管 拡 張 に よ る冠 血流 の 増 加 が あ る か 否 か を検

討 し-/fJ. 測 定 (Lft:汗 ､ロイL]+標 準 偏 差 二 大 ト ト 粧 1.十､打 (.]検

討 汗 t-ttlSt に ユ ..仁

ii. 臨 床 的 検 討

以 量こ殿 実 験 的 検 討 鞘 旗 警 部漫rm 心 筋 シ ソ チ グ ラ ブ ィ -

･:･,=巨 ､. 川 p_Vridこ川1日lt･綻 .巨 :庸 TL流 増 加 し'欄 lr!il･･r:姑 fJ:iJJ

∴ 匪 詔 し上

対 象 は 肥 太 型 心 筋 症 潤 だ取離 旦3闘 争 高 血 圧 症 冊 甘さ

る介 意喜CM 齢 診 断 は 厚 生 省 特 定 疾 患 特 発 性 心 筋 症 調 査 研

究 班 の r診 断 の 手 引 き｣ をこ従 い , 運 動 免 荷 却m 心 筋 シ

ン チ グ ラ フ で州 で mlTiの 取 り込 み 低 ~打を 示 し予 雨 分 布

を み と め 薮ニ7例 を 魚 群 と し, 運 動 負 荷 灘m 心 筋 シ ソ チ

グ ラ フ ィ- で 謝恩丁まの 取 り込 み 低 下 を 産毛き な か った 6例

を B群 と した , A欝 の 且例 は 号 取 り込 み 低 下 を 示 した が

丙 骨 布 を み と め な か った 串 魚群 は 男 性 転倒 , 女 性 且例 で

平 均 年 齢 格7± 漫り才 き 迅群 は す べ て 男 性 で 平 均 年 齢 48± 且望

渚 で あ るか 非 対 称 性 中 隔 肥 厚 を 示 した 屯の ぼ 鹿野 で 6伊凱

B群 で 嶺例 で あ り, 心 嚢 部 肥 大 を 示 した もの は Aサ 迅群

と も 息例 で あ っ紅 護た 魚群 の 語例 をこ左 登 内 控 較 差 を み

とめ た ｡ 冠 動 脈 造 影 は 風解 の 6例 サ 迅群 の 趨例 で 施 行 L,

1日汀し'､-1桝 で イ∵迂軒 桁 や 卜上 代 ･:､S(､Ftnい‖ト ト ∴90% ハ

狭 窄 を 鼻 とめ た が 声 そ の 他 の 症 例 は 冠 動 脈 に 狭 窄 を み と

め な か った や HT は , 高 血 圧 の 既 往 が あ りヲ 胸 痛 の 既 往

が な い 症 例 で , 堂 例 に 心 エ ニ望- 園 で 心 室 中 隔 ま た は 左 室

後 壁 壁 厚 が 信 認cm よ鳥 この 左 嚢 題巴太 を み と め た U 左 室 肥

大 は や 非 対 称 性 中 隔 肥 笹 望傍凱 対 称 性 率 隔 肥 厚 嶺例 で あ

る小 金 例 に トレ ッ ド ミル 護餌 £エ ル ゴ メ - タ 川 魚 荷 試 験

を 施 行 し, 運 動 率 血 田三上 昇 で 廟 上 Lた 且例 , 運 動 中 根 を

低 下 で 中 止 Lた 逢例 亨 負 荷 不 十分 で あ ー二)た 2例 が あ った

が , SW 変 化 に 関 して は タ 陽 性 望例 亨 陰 性 望例 で あ bつ栄二書

嶺例 で (運 動 免 荷 不 十分 で あ った 之伊;jを 含 む ) 運 動 免 荷

灘l耶 心 筋 シ ンノチ グ ラ ブ ィM を 施 紹 L,ヲ 凝 滞 を み とめ な

か った .

対 照 と Lで は , 冠 動 脈 造 影 ま た は 運 動 免 荷 部署耶 心 筋

シ ソ チ グ ラ フ で州 を 施 行 し, 輿 常 を 認 め な か っ た 5例

澗 後 且例 , 資 性 竣例 上 平 均 年 齢 40± 5才 を 薫∃い た (蔑

日 中 義 望に心 エ コ 叩 図 で 計 測 した 各 群 の 心 室 中 隔 壁 厚 さ

左 室 後 壁 壁 厚 , 及 び そ の 平均 値 を 示 す ｡

患 者 を仰 臥 位 と して 静 脈 ル --卜確 保 の うえ や 流言Tl望yr3m
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